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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側壁が破損して、隔室に収容した中詰材がこの破損部から流出したケーソンの補修方法
であって、前記ケーソンの上面から前記隔室に作業者が往来可能な貫通穴を穿設し、芯棒
に一端部を固定して巻回したロール状の土木シートの外周面に前記芯棒を露出した状態に
し、この巻回した土木シートを前記貫通穴から前記隔室に搬入し、隔室の壁面に予め固設
された固定具に前記芯棒を取り付けてから土木シートを展開して、前記隔室の壁面に張設
して前記破損部を塞いだ後に、この隔室にコンクリートを打設するケーソンの補修方法。
【請求項２】
　前記隔室に前記芯棒に一端部を固定して巻回した土木シートを複数搬入し、該複数の土
木シートをそれぞれ展開して前記隔室のそれぞれの壁面に張設し、張設した土木シートの
幅方向端部どうしを連結して前記隔室の壁面に沿った筒状に形成して、前記破損部を塞ぐ
請求項１に記載のケーソンの補修方法。
【請求項３】
　前記それぞれの土木シートの幅方向両端部にファスナを設け、該ファスナで幅方向端部
どうしを連結して筒状に形成する請求項２に記載のケーソンの補修方法。
【請求項４】
　側壁が破損して、隔室に収容した中詰材がこの破損部から流出したケーソンの補修方法
であって、前記ケーソンの上面から前記隔室に作業者が往来可能な貫通穴を穿設し、芯棒
に一端部を固定して巻回したロール状の土木シートの外周面に前記芯棒を露出した状態に
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し、この巻回した土木シートを前記貫通穴から前記隔室に搬入し、隔室の壁面に予め固設
された固定具に前記芯棒を取り付けてから土木シートを展開して、互いの幅方向端部どう
しがファスナによって連結される前記土木シートを、破損部を有する壁面に張設し、その
際にこのファスナが破損部に位置するようにして、このファスナを下方から破損部の下端
部まで締め、この締めた高さまで隔室にコンクリートを打設し、この打設したコンクリー
トの養生後、破損部を塞ぐようにファスナを上端部まで締めて、隔室の残りの部分にコン
クリートを打設するケーソンの補修方法。
【請求項５】
　側壁が破損して、隔室に収容した中詰材がこの破損部から流出したケーソンの補修に用
いる補修体であって、一端部が芯棒に固定されて巻回されるとともに幅方向両端部にファ
スナを有し、コンクリートを保持可能な複数の土木シートを備え、該複数の土木シートは
、巻回されてロール状になった外周面に前記芯棒を露出した状態にして、前記隔室の壁面
に予め固設された固定具に前記芯棒が取り付けられてから隔室のそれぞれの壁面に張設さ
れ、幅方向端部どうしを前記ファスナで互いに連結されて前記隔室の壁面に沿った筒状に
形成されて、前記破損部を塞ぐことを可能とする補修体。
【請求項６】
　前記複数の土木シートのうち一枚の土木シートの引張り強度を他の土木シートよりも高
くした請求項５に記載の補修体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケーソンの補修方法およびこれに用いる補修体に関し、さらに詳しくは、潜
水作業を軽労化し、容易にかつ確実に側壁が破損して中詰材が流出したケーソンを補修可
能とするケーソンの補修方法およびこれに用いる補修体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ケーソンの港外側には、消波ブロックが配置されているが、この消波ブロックは波力に
よって動かされて、ケーソンの側壁に衝突して側壁を破損させることがある。このような
破損を図８～９に例示したケーソン１に基づいて説明する。
【０００３】
　ケーソン１の内部は隔壁４で仕切られ、複数の隔室１０が設けられている。それぞれの
隔室１０には中詰材Ｓが収容され、ケーソン１の上面は上部コンクリート６で覆われてい
る。図９では左側が港外側で、右側が港内側となっており、ケーソン１の港内側側壁３側
には消波ブロック１８は配置されないが、港外側側壁２には壁面に沿って消波ブロック１
８が配置されるため、波力で移動した消波ブロック１８が港外側側壁２に衝突して側壁２
が破損し、この破損部５が隔室１０まで達すると中詰材Ｓが外部に流出することになる。
【０００４】
　ケーソン１は、安定して設置するために内部に十分な重量の中詰材Ｓを収容しているが
、中詰材Ｓの流出が進行して重量が大幅に減少するとケーソン１の安定性が損なわれるた
め、小さな破損部５であっても、確実に補修して十分な重量を確保する補修方法が必要と
なる。
【０００５】
　ケーソンの補修に関しては、連設されたケーソンどうしの目地に隙間が生じた際にこの
隙間を補修する方法が提案されている（特許文献１参照）。この提案では、隙間に沿って
袋材を配置して、この袋材の内部に硬化材を注入して硬化させてケーソンの目地の隙間を
塞ぐようにしている。
【０００６】
　しかしながら、消波ブロックが配置されている側壁に沿ってこの提案されている補修材
を配置するのは困難であり、また、破損部をこの補修材で完全に塞ぎきれないという問題
がある。さらに、この提案では流出した中詰材の重量を補完してケーソンの安定性を確保
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することはできず、ケーソンを補修するための新たな手段が必要であった。
【特許文献１】特開２００３－４１５４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、側壁が破損して中詰材が流出したケーソンを潜水作業を軽労化し、容
易にかつ確実に補修可能とするケーソンの補修方法およびこれに用いる補修体を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため本発明のケーソンの補修方法は、側壁が破損して、隔室に収容
した中詰材がこの破損部から流出したケーソンの補修方法であって、前記ケーソンの上面
から前記隔室に作業者が往来可能な貫通穴を穿設し、芯棒に一端部を固定して巻回したロ
ール状の土木シートの外周面に前記芯棒を露出した状態にし、この巻回した土木シートを
前記貫通穴から前記隔室に搬入し、隔室の壁面に予め固設された固定具に前記芯棒を取り
付けてから土木シートを展開して、前記隔室の壁面に張設して前記破損部を塞いだ後に、
この隔室にコンクリートを打設することを特徴とするものである。
　また、本発明の別のケーソンの補修方法は、側壁が破損して、隔室に収容した中詰材が
この破損部から流出したケーソンの補修方法であって、前記ケーソンの上面から前記隔室
に作業者が往来可能な貫通穴を穿設し、芯棒に一端部を固定して巻回したロール状の土木
シートの外周面に前記芯棒を露出した状態にし、この巻回した土木シートを前記貫通穴か
ら前記隔室に搬入し、隔室の壁面に予め固設された固定具に前記芯棒を取り付けてから土
木シートを展開して、互いの幅方向端部どうしがファスナによって連結される前記土木シ
ートを、破損部を有する壁面に張設し、その際にこのファスナが破損部に位置するように
して、このファスナを下方から破損部の下端部まで締め、この締めた高さまで隔室にコン
クリートを打設し、この打設したコンクリートの養生後、破損部を塞ぐようにファスナを
上端部まで締めて、隔室の残りの部分にコンクリートを打設することを特徴とするもので
ある。
【０００９】
　また、本発明の補修体は、側壁が破損して、隔室に収容した中詰材がこの破損部から流
出したケーソンの補修に用いる補修体であって、一端部が芯棒に固定されて巻回されると
ともに幅方向両端部にファスナを有し、コンクリートを保持可能な複数の土木シートを備
え、該複数の土木シートは、巻回されてロール状になった外周面に前記芯棒を露出した状
態にして、前記隔室の壁面に予め固設された固定具に前記芯棒が取り付けられてから隔室
のそれぞれの壁面に張設され、幅方向端部どうしを前記ファスナで互いに連結されて前記
隔室の壁面に沿った筒状に形成されて、前記破損部を塞ぐことを可能とすることを特徴と
するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の前者のケーソンの補修方法によれば、側壁が破損して、隔室に収容した中詰材
がこの破損部から流出したケーソンの補修方法であって、前記ケーソンの上面から前記隔
室に作業者が往来可能な貫通穴を穿設し、芯棒に一端部を固定して巻回したロール状の土
木シートの外周面に前記芯棒を露出した状態にし、この巻回した土木シートを前記貫通穴
から隔室に搬入し、隔室の壁面に予め固設された固定具に前記芯棒を取り付けてから土木
シートを展開して、隔室の壁面に張設して破損部を塞ぐので、作業者の潜水作業は、波の
影響が少ない隔室のみで行われて安全である。また、芯棒に一端部を巻回した土木シート
を固定しているので、面積の大きい土木シートでも容易に搬入することができ、搬入した
後に土木シートを展開して隔室の壁面に張設して破損部を塞ぐだけなので、作業の軽労化
を図ることができる。さらに、破損部を土木シートで塞いだ後にコンクリートを打設する
ので、容易にかつ確実に破損部を塞いで、流出した中詰材をコンクリートで補完してケー
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ソンを所定重量にして安定させて補修を完了させることができる。
【００１１】
　本発明の後者のケーソンの補修方法によれば、側壁が破損して、隔室に収容した中詰材
がこの破損部から流出したケーソンの補修方法であって、前記ケーソンの上面から前記隔
室に作業者が往来可能な貫通穴を穿設し、芯棒に一端部を固定して巻回したロール状の土
木シートの外周面に前記芯棒を露出した状態にし、この巻回した土木シートを前記貫通穴
から隔室に搬入し、隔室の壁面に予め固設された固定具に前記芯棒を取り付けてから土木
シートを展開して、互いの幅方向端部どうしがファスナによって連結される前記土木シー
トを、破損部を有する壁面に張設し、その際にこのファスナが破損部に位置するようにし
て、このファスナを下方から破損部の下端部まで締め、この締めた高さまで隔室にコンク
リートを打設し、この打設したコンクリートの養生後、破損部を塞ぐようにファスナを上
端部まで締めて、隔室の残りの部分にコンクリートを打設するので、破損部から隔室に流
入してくる海水による土木シートのずれを最小限にしつつ、作業を効率化して補修を完了
させることができる。　
【００１２】
　本発明の補修体によれば、側壁が破損して、隔室に収容した中詰材がこの破損部から流
出したケーソンの補修に用いる補修体であって、一端部が芯棒に固定されて巻回されると
ともに幅方向両端部にファスナを有し、コンクリートを保持可能な複数の土木シートを備
え、この複数の土木シートは、巻回されてロール状になった外周面に前記芯棒を露出した
状態にして、前記隔室の壁面に予め固設された固定具に前記芯棒が取り付けられてから隔
室のそれぞれの壁面に張設され、幅方向端部どうしを前記ファスナで互いに連結されて隔
室の壁面に沿った筒状に形成されて、破損部を塞ぐことを可能とするので、上記した本発
明のケーソンの補修方法に用いることができ、この補修方法による効果を得ることができ
る。即ち、潜水作業を軽労化し、容易にかつ確実に破損部を塞いで、コンクリートで補完
してケーソンを所定重量にして安定させるように補修することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明のケーソンの補修方法およびこれに用いる補修体を図に示した実施形態に
基づいて説明する。
【００１４】
　図８～９に例示した破損したケーソン１を補修するには、第１過程として図１に示すよ
うに、ケーソン１の上面である上部コンクリート６から中詰材Ｓが流出した隔室１０に貫
通穴７を穿設する。この貫通穴７は作業者が往来可能な大きさとする。貫通穴７から作業
者である潜水士が隔室１０に潜入して隔室１０の壁面Ｗの上部に前もってアンカー１７を
固設しておくことが好ましい。
【００１５】
　第２過程として図２に示すように、芯棒１１に一端部を固定して巻回した土木シート１
３を貫通穴７から隔室１０に搬入する。これによって、広い面積の土木シート１３をコン
パクトにして容易に搬入することができる。土木シート１３の巻回方法は、巻回したロー
ル状の土木シート１３の外周面に芯棒１１を露出した状態にする。尚、本発明において巻
回するとは、小さく折り畳むことを含むものである。
【００１６】
　側壁２の外側の破損部５周辺に空間的な余裕があれば、土木シート１３を隔室１０に搬
入する前に、予め破損部５を覆うように側壁２の外側に防波板８をアンカー９等で固定し
ておくと、隔室１０に海水が流入するのを防ぐことができ、作業を容易にすることができ
る。
【００１７】
　第３過程として図６に示すように、土木シート１３の一端部を固定した芯棒１１を予め
固設しておいたアンカー１７に取付けてから土木シート１３を展開する。芯棒１１を固定
してから巻回した土木シート１３展開するので、潜水作業でも容易である。
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【００１８】
　土木シート１３は、打設するコンクリートＣを保持可能な材質からなっており、いわゆ
るジオテキスタイルと呼ばれる土木等の用途に使用される高分子材料からなる織布や不織
布、編物等を用いることができる。その他に、ゴム製シートや各種樹脂シートなどコンク
リートＣを保持可能なものであれば使用することができる。
【００１９】
　土木シート１３の上端部は複数の通し穴１５を有するベルト状になっており、この通し
穴１５に紐等を通して結束して芯棒１１に固定されている。固定手段は、これに限らず一
般的な手段を用いることができる。
【００２０】
　土木シート１３を張設するのは、少なくとも破損部５がある壁面Ｗ、即ち、隔室１０の
破損した壁面Ｗとして、土木シート１３で破損部５を塞ぐようにするが、隔室１０の四方
の壁面Ｗに張設し、壁面Ｗに沿った筒状に形成することが好ましい。
【００２１】
　具体的には、図５に例示するように、隔室１０の四方それぞれの壁面Ｗに張設する４枚
の土木シート１３ａ～１３ｄの両端部にファスナ１４を設け、ファスナ１４で端部どうし
を連結して筒状に形成する。このように張設することによって、土木シート１３ａ～１３
ｄの位置ずれを生じにくくして、より安定して張設できる。
【００２２】
　４枚の土木シート１３ａ～１３ｄのうち、破損部５を塞ぐ一枚の土木シート１３の引張
り強度を他の土木シート１３よりも高くしておくのが好ましい。また、土木シート１３ａ
～１３ｄに十分な補強をする場合には、補強ベルト１６が設けられる。
【００２３】
　土木シート１３の下端部を折りこみ可能としておくと、図３に示すように、折り込んだ
下端部を底面Ｌに沿わせ、押え具１２等で固定することでコンクリートＣ打設時の土木シ
ート１３のめくれを防止して、確実に隔室１０にコンクリートＣを充填することが可能と
なる。それぞれの土木シート１３の下端部を密に連結して袋状に形成すると、打設するコ
ンクリートＣのもれを最小限にすることができる。
【００２４】
　以上のように、土木シート１３によって隔室１０側から破損部５を塞ぐ第３過程が完了
する。
【００２５】
　第４過程として図４に示すように、貫通穴７から隔室１０にコンクリートＣを打設して
、隔室１０および貫通穴７を埋める。コンクリートＣの打設は、一度でも複数回に分けて
もよい。破損部５は土木シート１３で塞がれているので、コンクリートＣが外部に流出す
ることはなく、隙間なくコンクリートＣが充填されて固化する。これによって、中詰材Ｓ
の流出で軽くなったケーソン１は、コンクリートＣで所定重量に補完されて安定化して補
修される。
【００２６】
　実施形態では、土木シート１３の隔室１０の壁面Ｗへの固定にアンカー１７を用いてい
るが、これに限定されず、他の固定具を使用することができる。また、連結する土木シー
ト１３の数や形状は、破損部５や隔室１０等の条件によって適宜決定することができる。
【００２７】
　コンクリートＣの打設前に破損部５からの海水の流入が激しい場合は、隔室１０の壁面
Ｗに張設した土木シート１３が破損または脱落し易くなる。このような場合は図７に示す
ように、まず、破損部５にファスナ１４が位置するように土木シート１３を隔室１０の壁
面Ｗに張設し、ファスナ１４を下方から破損部５の下端部まで締め、締めた高さまでコン
クリートＣを打設する。次に、コンクリートＣの養生後、ファスナ１４で破損部５を塞ぐ
ように土木シート１３の上端部まで締め、隔室１０の残りの部分にコンクリートＣを打設
する。
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【００２８】
　この補修方法によれば、破損部５から隔室１０に流入してくる海水による土木シート１
３のずれを最小限にしつつ、作業を効率化して補修を完了させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の補修方法の第１過程を説明する縦断面図である。
【図２】本発明の補修方法の第２過程を説明する縦断面図である。
【図３】本発明の補修方法の第３過程を説明する縦断面図である。
【図４】本発明の補修方法の第４過程を説明する縦断面図である。
【図５】本発明の補修体の一例を示す斜視図である。
【図６】本発明の補修体を構成する土木シートを隔室の壁面に固定する状態を示す説明図
である。
【図７】破損部からの海水の流入が激しい場合の補修方法において、土木シートのファス
ナを締める状態を例示する説明図である。
【図８】破損したケーソンを示す正面図である。
【図９】図７のＡ－Ａ断面図である。
【符号の説明】
【００３０】
　１　ケーソン　　２　港外側側壁　　３　港内側側壁　　４　隔壁
　５　破損部
　６　上部コンクリート（ケーソンの上面）
　７　貫通穴
　８　防波板　　　９　防波板用アンカー
　１０　隔室
　１１　芯棒
　１２　押え具
　１３、１３ａ～１３ｄ　　土木シート
　１４　ファスナ
　１５　通し穴
　１６　補強ベルト
　１７　土木シート固定用アンカー
　１８　消波ブロック
　Ｓ　中詰材
　Ｃ　コンクリート



(7) JP 4648024 B2 2011.3.9

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(8) JP 4648024 B2 2011.3.9

【図８】

【図９】



(9) JP 4648024 B2 2011.3.9

10

フロントページの続き

    審査官  住田　秀弘

(56)参考文献  特開平１１－０２１８４６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－３２４４０８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－３５２０３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－０４１５４９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０２Ｂ　　　３／０６　　　　
              Ｅ０２Ｄ　　２３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

